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１ 研究テーマ 

  本校では１人１台の学習者用コンピュータ

として iPad が昨年度より整備され、授業にお

ける効果的な活用の仕方を模索してきた。積極

的に活用してきてはいるが、従来の教師主体の

「教える」授業形態に ICT 機器を取り入れてい

るため、効果的な活用までには至っていない。

そこで、学習指導要領に明記されている個別最

適な学びを「個人の学び」、協働的な学習を「考

えの共有」という視点で捉え、ICT 機器をその

核として考えた。更に児童が「進んで」学び、

「話し合って」学び、「思考して」学ぶという

児童の具体的な姿に迫るために ICT 機器の活

用方法について考察していくこととした。 

 

２ 研究の視点 

(1)主体的に問題解決を図る ICT 機器の活用方

法 

(2) ICT 機器を活用して児童の考えを共有する

工夫 

３ 研究の方法と計画 

(1) 視点１について 

ICT 機器には、従来の紙媒体では多大な時

間と労力を使っていたことが短時間で多量

に行うことができるという特性がある。そこ

で児童が主体的に学習に取り組むことがで

きるように、学習の成果をまとめる段階で学

習者用コンピュータを用いてプレゼンテー

ションを行ったり、動画を撮影したりするな

ど、児童自らが「できたらすごい」と感じる

ことに取り組ませていく。また、日々の授業

においてもロイロノート・スクール１）の活用

により、児童がワークシートをオンライン上

で使用することで、何度も書き加えたり直し

たりすることが容易になり、一回書いて終わ

りではなく思考を繰り返しながら深めてい

くことができる。 

 

(2) 視点２について 

 ロイロノート・スクールの提出箱機能を活用

して児童の考えを一斉に簡単に共有させる。そ

うすることで児童が何度も繰り返し出てくる

言葉に注目して教材文を見返したり、自分とは

違う意見にも触れたりしながら、教材を様々な
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＜研究の要旨＞ 
 本研究では、個人の学びを集団で共有し合う子どもの育成を目指し、児童が進んで友達と話し合い思考すること

を促す ICT 機器の活用を考察した。特に、国語科の読むことの学習領域において、学習者用コンピュータをどのよ

うに使うことが効果的なのかを検証した。 

その結果、学習者用コンピュータを使うことで児童が進んで学ぶという点と、話し合いを通して学ぶという点で

は成果を得られたが、思考を深めるという点では課題がみられた。具体的には、ロイロノート・スクールを使用し

て教材文やワークシートをデジタル化することで、児童が積極的に自分の考えを書くことができるようになった。

また、提出箱機能を使用することで、全員の考えを互いにいつでも見合うことが可能となり、児童が共通点や相違

点を話し合うきっかけとなっていた。児童が思考を深めていくためには、授業の中で児童が一人で考え、次にグル

ープで話し合うというような従来の学習の進め方ではなく、一人で考える時間と友達の考えを知る時間をスパイラ

ルのように繰り返しながら課題に向かっていけるような授業形態を構築し、学習者用コンピュータが「個人の学び

の蓄積」と「友達との考えの共有」に効果的に働くよう活用する必要があると感じた。 



視点から考えることができる。 

 また、思考途中の考えであっても、共有する

ことで誰がどんな考えでいるのかに気付き、似

たような考えの人と一緒に考えを深めたり、悩

んでいる人のところへ行き、相談したりするこ

とができる。 

 

４ 授業実践の実際 

(1) 実践１ 

  ア 実践の概要 

   (ア) 単元名 

      ３年 国語科 

「段落とその中心をとらえて読み、説明す

る文章を書こう」 

（教材名 言葉で遊ぼう・こまを楽しむ） 

 

   (イ) 単元の目標 

     段落相互の関係に着目しながら、考え

とそれを支える理由や事例との関係な

どについて叙述を基に捉えることがで

きる。（思考力・判断力・表現力等） 

 

(ウ) ICT の活用について 

     ロイロノート・スクールのシンキング

ツールをワークシートとして使用する。

オンライン上でワークシートを用意す

ることで、一人１枚という制限がなくな

り、段落に出てくるこまとその遊び方を、

児童が自分のペースでまとめることが

できる。そして、提出箱機能を使用して

児童全員の考えを共有することで、自分

が見つけていくことに気付くきっかけ

としていく。 

 

  イ 子供の学びの姿 

学習者用コンピュータで電子化された

ワークシートをオンライン上で使うこと

で、児童は活発に友達と見せ合ったり話し

合ったりしていた。友だちと相談した後に

自分の考えをすぐに書き直せることで、よ

り自分の考えが書きやすくなっていた。ま

た、一人ひとりの考えが全体に共有される

ため、正しく考えることよりも自分はどう

考えるかが重視され、児童同士の話し合い

を聞いていると、一方的に教えるような話

し合いではなく、「どう思う？」など互い

の考えを聞き合うように話をしている児

童が多かった。 

(2) 実践２ 

  ア 実践の概要 

   (ア) 単元名 

      ３年 国語科 

「組み立てをとらえて，民話をしょ

うかいしよう」  

（教材文 三年とうげ） 

(イ) 単元の目標 

登場人物の気持ちの変化について、場

面の移り変わりと結び付けて具体的に

想像することができる。（思考力・判断

力・表現力等） 

(ウ) ICT の活用について 

     教科書の本文を画像データで取り込

み、児童が自由に教材文を学習者用コン

ピュータ上で使えるようにする。気軽に

線などを書き込むことで、児童の考えを

可視化し、児童同士で共通点や相違点に



気付きやすいようにする。そして、気付

いたことを相手に問いかけるなど、話し

合いを通して問題解決するきっかけと

していく。 

 

イ 子供の学びの姿 

   学習者用コンピュータに取り込んだ

教材文を使用して、場面分けや心情を表

す言葉への線引きを行った。児童は間違

えてもすぐに直せるため、一人ひとりが

意欲的に活動していた。そして、一人一

人が自分の考えをもっているため、その

後にしっかりと互いに意見を述べなが

ら話し合うことができていた。また、色

を使い分けて線を引くことができるの

で、ポジティブな表現を赤色、ネガティ

ブな表現を青色などのように、視覚的に

理解する手助けにもなっていた。 

   

   この単元では、学習のまとめとして一

年生に昔話を紹介する動画を撮影する

ことにしており、ただ撮影するだけでは

なく、身振り手振りを交えたり、声の調

子を変えたりして、聞き手をひきつける

ような動画をつくることができていた。 

 

５ 到達点と今後の課題 

(1) 視点１について 

画像や動画といった視覚的な理解を支援

するものを児童がいつでも見られるにした

り、児童がふと思いついた疑問をすぐに調べ

ることができるようにしたりすることで、児

童は常に前向きに学習に取り組むことがで

きていた。自分が気になったり必要としたり

した情報をすぐに手に入れることで、教材を

「正しく分かる」授業から、「分かるまで考

える」授業に変わってきている。また、書い

たものの訂正が容易であるため、児童は自分

が思ったことをとりあえず書き、友達の意見

を聞きながら推敲していく、という学び方が

できていた。 

一方でそれぞれの教科の基本となる事項

もしっかりと身に付けさせる必要がある。国

語科で言えば正しい文字を書くことができ

ることも大切であるし、算数科であれば計算

できることなどである。現状、子ども達には

そうした知識・技能も求められている。その

ためアナログとデジタルのそれぞれの良さ

を生かし合うように指導者が教材研究をす

る必要がある。 

(2) 視点２について 

  主にロイロノート・スクールを使用して共

有することが多かった。年度当初はただ流し

見している児童も多かったが、少しずつ仲間

の考えを参考にして自分のワークシートを

見直す姿が見られるようになり、友達の考え

を通して多面的に物事を考えることができ

ていたと考えられる。 

  一方で、思考の過程を共有することが中々

できず、完成されたものを見せ合って共有す

るという、従来の価値観に意識が寄ってしま

っていた。個別に学習を進めることと協働で

学習を進めることを、児童自身が必要に応じ

て選択し、その二つの間を行ったり来たりす

るような過程で授業を進めていくと、より児

童の学習の深まりに対して効果的に ICT 機

器を活用していくことができると考える。そ

のためには、学習者用コンピュータ上に単元

計画やワークシートが用意されており、いつ

でも使える状態を整えておく必要がある。 

 (3) 共有の仕方について 

   ロイロノート・スクールの提出箱機能を使  

  用することで、児童同士が考えを比較するこ

とは容易になった。一度に学級全員の考えに

触れることができるので、児童は様々な考え

があることに気付くことができた。 

   その一方で、友達の考えから再度教材文を



読み、考え直すという深まりがなかなか生ま

れなかった。児童が一時間の授業を通して何

度も考えたくなるような課題や単元計画を、

指導者と児童が一緒に考える必要がある。 

(4) オンライン学習について 

実践２ではオンライン学習をする児童が

２名いた。これまでは、欠席すると家庭でド

リル学習やプリント学習に取り組むことが

多かった。しかし、会議アプリを使用するこ

とで、学校と変わらず授業に参加することが

できるようになった。また、ワークシートを

紙媒体ではなくクラウド上で共有すること

で、離れた場所にいても同じ学習に取り組む

ことができるようになった。 

一方で対面とオンラインを同時実施する

ということは、教師が端末を操作する時間が

長くなる。そのため、授業そのものの進度に

影響が出ないように、業間に接続することや

児童が会議アプリを操作できるようにする

ことなどの対応が必要である。 

 

注 

１）ロイロノート・スクールは、株式会社 LoiLo が開発

した授業支援クラウドである。教材配布や画面配信、

回答の共有、シンキングツールの利用などの機能があ

る。大石田町の児童生徒全員に ID が付与されている。 


